
 

 

令和４年度大木町一般会計補正予算（第９号） 

 

令和４年度大木町一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

（ 歳入歳出予算の補正 ） 

第１条 歳入歳出予算の総額を増減なしとし、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ、7,169,035千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 

令和５年１月５日 

 

大木町長  境  公 雄   
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備考　限度額の金額表示が困難なものについては、当該欄に文言で記載することができること。

福岡地方裁判所における令和４年（ワ）第
3455号の国家賠償請求事件に係る訴訟
代理委任契約

令和４年度から訴訟代理委任契約に
係る訴訟が終了した日から３か月後
の日の属する年度まで

訴訟代理委任に伴う実費及び裁判
終結後に町と代理人弁護士間にお
いて委任契約に基づき協議した報酬
金の額の合計額

　　第２表　 債務負担行為補正　
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備考　限度額の金額表示が困難なものについては、当該欄に文言で記載することができること。
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